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一
、
山
科
道
安
自
筆
本
の
焼
失

近
衞
家

の
言
行
録
『
槐
記
』
に
纏
わ
る
最
大
の
問
題
は
、
筆
記
者
山
科
道
安
自

筆
の
原
本
、
乃
至
は
そ
れ
を
忠
実
に
復
元
し
得
る
よ
う
な
一
本
が
定
め
ら
れ
な
い
点

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
お
も
な
『
槐
記
』
の
研
究
成
果
に
は
、
明
治
三
三
年
五
月
に

山
田
聖
華
房
よ
り
出
版
さ
れ
た
和
装
八
冊
の
東
坊
城
家
刊
本
（
底
本
は
東
坊
城
家
蔵

本
）、
同
年
一
〇
月
に
当
時
の
華
族
蜂
須
賀
家
蔵
本
を
も
と
に
近
衞
公
爵
家
蔵
本
な
ど

を
以
て
対
校
し
た
史
料
大
観
本
（
哲
学
書
院
、
和
装
三
冊
と
洋
装
一
冊
の
二
種
類
が
あ
る
）

と
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
活
字
本
と
、
主
と
し
て
史
料
大
観
本
に
基
づ
い
た
佐
伯
太

氏
校
訂
注
釈
『
槐
記
注
釈
』（
立
命
館
出
版
部　

一
九
三
七
年
五
月
）、柴
田
実
氏
が
東
坊

城
家
本
を
抄
録
校
訂
注
釈
し
た
茶
道
古
典
全
集
第
五
巻『
槐
記
』（
淡
交
社　

一
九
五
八

年
九
月
）、
前
篇
を
麻
生
磯
次
氏
蔵
今
大
路
旧
蔵
本
、
後
篇
を
内
閣
文
庫
蔵
本
に
拠
っ

た
野
村
貴
次
氏
校
注
『
槐
記
（
抄
）』（
古
典
文
学
大
系
96
『
近
世
随
想
集
』
所
収
、
岩
波

書
店　

一
九
六
五
年
）
な
ど
の
注
釈
書
が
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
、『
槐
記
』
の
定
本

に
関
し
て
は
、
つ
ぎ
と
ほ
ぼ
同
様
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
槐
記
』の
原
本
は
先
に
も
記
し
た
如
く
現
在
見
当
た
ら
な
い
。
而
も
本
書
の
性

格
上
近
世
に
於
い
て
は
板
刊
さ
れ
ず
、
諸
家
に
於
い
て
書
写
・
転
写
さ
れ
今
日

に
至
っ
て
お
り
、
本
文
に
か
な
り
の
出
入
り
が
あ
っ
て
、
容
易
に
系
統
立
て
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
完
全
な
定
本
を
設
定
し
得
な
い
。

（
野
村
貴
次
氏
『
槐
記
（
抄
）』
解
題
）

こ
の
状
況
は
い
さ
さ
か
奇
異
に
映
る
。『
槐
記
』
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
正

月
よ
り
同
二
〇
年
正
月
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
衞
家
の
書
物

は
、
現
在
、
京
都
宇
多
野
の
陽
明
文
庫
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
陽
明
文
庫
に
お

い
て
す
ら
、
善
本
が
見
い
だ
せ
な
い
の
だ
と
い
う
。
近
世
中
期
の
近
衞
家
周
辺
で
作

成
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
書
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
あ
る
特
殊
な
事
情
が
絡
ん
で
い
た
。
東
坊
城
家
刊
本
の
跋
文
に
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
。

槐
記
八
巻
。
余
家
蔵
之
已
久
。
余
常
愛
読
之
。
而
苦
其
写
本
多
訛
。
於
是
借
覧

六
角
興
正
寺
諸
家
之
蔵
。
以
訂
正
之
。
更
欲
近
衛
家
之
蔵
。
而
其
書
往
年
貸
于

松
浦
氏
。
罹
火
災
。
不
得
考
証
。
殊
為
遺
憾
。
余
遍
検
諸
家
之
書
。
其
巻
数
条

章
。
有
多
少
異
同
。
蓋
因
伝
写
有
所
省
略
也
。
余
日
夕
校
訂
。
始
得
為
一
完
本
。

但
巻
中
往
々
有
闕
字
処
。
今
無
由
于
補
此
。
姑
依
旧
以
俟
他
日
善
本
之
出
焉
。

頃
日
書
肆
山
田
聖
華
房
来
観
。
乞
附
之
活
版
以
公
于
世
。
余
嘉
其
意
。
乃
出
以

与
之
。
若
夫
斯
書
之
有
益
于
世
人
。
則
天
下
既
有
公
論
。
不
復
俟
余
贅
言
也
。

今
記
其
来
歴
。
以
附
于
巻
尾
。

明
治
三
十
三
年
五
月

従
四
位
東
坊
城
徳
長

当
時
の
東
坊
城
家
刊
本
底
本
の
所
有
者
で
、
刊
本
の
校
訂
者
で
も
あ
っ
た
東
坊
城
徳

長
氏
が
、
傍
線
部
の
ご
と
く
、
明
治
三
三
年
五
月
の
時
点
で
、
近
衞
家
蔵
本
は
往
年

に
罹
災
し
た
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
も
、
右
の
近
衞
家
蔵
本
は
、
ほ
か
で
も
な
い
『
槐
記
』
の
原
本
、
す
な
わ
ち

山
科
道
安
の
自
筆
本
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
佐
伯
太
氏
『
槐
記
注
釈
』
所
収
の
「
槐

記
を
註
釈
す
る
に
就
て
」
に
は
、「
槐
記
の
原
本
は
陽
明
の
秘
庫
に
あ
つ
た
が
、
焼
亡

現
存
せ
ぬ
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
明
記
す
る
。
ま
た
、
茶
道
古
典
全
集
『
槐
記
』
の

柴
田
実
氏
解
題
も
、「
も
と
槐
下
与
聞
と
題
さ
れ
た
道
安
自
筆
の
原
本
は
近
衞
家
に
あ

つ
て
焼
失
し
た
」
と
記
す
。

『
槐
記
』
の
原
本
た
る
山
科
道
安
自
筆
本
は
、
火
難
に
よ
り
永
遠
に
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た

―
一
九
世
紀
末
に
起
き
た
こ
の
出
来
事
は
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
に
ま

で
影
を
落
と
す
ほ
ど
の
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。

二
、
も
う
ひ
と
つ
の
近
衞
家
本

明
治
三
三
年
五
月
の
時
点
で
完
全
に
焼
失
し
た
と
さ
れ
た
山
科
道
安
自
筆
本
と
は

べ
つ
に
、「
近
衞
家
本
」
と
呼
ば
れ
る
零
本
四
冊
が
陽
明
文
庫
に
存
在
し
た
。
昭
和

十
四
年
十
二
月
に
東
京
府
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
展
観
の
目
録
『
第
一
回
展

観
目
録
』（
財
団
法
人
陽
明
文
庫　

一
九
三
九
年
）
に
は
、こ
の
零
本
四
冊
の
呼
称
を
「
近

衞
本
」
と
す
る
。
同
文
庫
よ
り
委
嘱
さ
れ
五
〇
数
種
の
『
槐
記
』
写
本
を
調
査
し
た

と
い
う
斎
藤
弘
氏
は
、「『
槐
記
』定
本
資
料（
其
四
）」（『
日
本
之
茶
道
』201
号　

一
九
五
一

年
七
月
）
で
、「
最
も
内
容
の
良
い
写
本
四
種
」
を
掲
げ
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
近
衞
本
」

を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
四
冊
は
、
不
備
で
あ
り
な
が
ら
も
家
名
を
戴
く
本
で
あ
る
。
一
方
、
焼
失
し

た
山
科
道
安
自
筆
本
も
ま
た
、
か
つ
て
近
衞
家
を
代
表
す
る
最
も
知
ら
れ
た
本
と
し

て
同
様
に
呼
ば
れ
た
。
こ
の
名
称
の
一
致
は
た
ん
な
る
偶
然
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う

か
。否

そ
う
で
は
な
く
、
後
年
、
こ
の
零
本
四
冊
が
山
科
道
安
自
筆
本
と
同
一
物
で
あ

る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。
名
和
修
先
生
「
近
衛
予
楽
院
の
茶
湯
」（『
淡
交
』
№
479
第

四
〇
巻
増
刊
号　

一
九
八
六
年
五
月
）
は
、陽
明
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
山
科
道
安
自
筆
で
あ

る
こ
と
が
確
実
な
『
生
色
鈔
略①
』〈
近
・
セ
・
14
〉
六
冊
や
詩
稿②
な
ど
と
の
比
較
か

ら
、
零
本
四
冊
の
筆
跡
が
山
科
道
安
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
た
。
さ
ら
に
、『
角

川
茶
道
大
事
典
普
及
版
』（
角
川
書
店　

二
〇
〇
二
年
）
の
名
和
修
先
生
執
筆
「
槐
記
」

項
に
、
焼
失
し
た
山
科
道
安
自
筆
本
の
一
部
と
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
、
陽
明
文
庫
蔵
『
槐
記
』
零
本
四
冊
（
資
料
番
号
ナ
シ
）
の
第
一
冊
を
見

る
と
、
巻
頭
遊
紙
の
表
側
に
、
一
葉
の
切
継
紙
（
寸
法
縦
一
六
・
二
糎
、
横
一
九
・
七
糎
）

が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
本
文
と
は
異
な
る
後
世
の
筆
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

槐
記
焼
残
リ
候
品

　

享
保
十
一
丙
午

　

享
保
十
二
丁
未

　

享
保
十
四
己
酉

　

享
保
十
八

　
　
　

共
四
冊

冊
数
の
一
致
に
加
え
、
右
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
四
冊
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
零
本
四
冊

の
そ
れ
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

一
冊
目　

  

享
保
一
一
年
正
月
一
日
条
よ
り
同
年
十
二
月
三
十
日
条
ま
で
（
箇
条

番
号
百
卅
七
よ
り
二
百
七
十
五
ま
で
）。

二
冊
目　

  

享
保
一
二
年
正
月
一
日
条
よ
り
同
年
十
二
月
二
十
九
日
条
ま
で
（
箇

条
番
号
二
百
七
十
六
よ
り
四
百
六
十
五
ま
で
）。

三
冊
目　

  

享
保
一
三
年
正
月
一
日
条
よ
り
同
一
四
年
正
月
二
十
四
日
条
ま
で

（
箇
条
番
号
四
百
六
十
五
よ
り
六
百
六
十
ま
で
）。

四
冊
目　

  

享
保
一
八
年
正
月
一
日
条
よ
り
同
年
十
一
月
二
十
五
日
条
ま
で
（
箇

条
番
号
千
卅
一
よ
り
千
百
卅
七
）。

さ
き
の
切
継
紙
の
記
述
は
、零
本
四
冊
の
各
冊
の
情
報
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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完
全
に
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
い
た
山
科
道
安
自
筆
本
は
、
四
冊
の
み
が
焼
け
残
り
、

現
在
に
伝
わ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。

三
、
明
治
二
六
年
の
松
浦
邸
火
災

明
治
三
三
年
五
月
付
け
の
東
坊
城
家
刊
本
跋
文
に
は
、
山
科
道
安
自
筆
本
は
火
災

を
被
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
な
お
研
究
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
の
損
失
な
だ
け

に
、
い
つ
、
い
か
な
る
事
情
で
あ
っ
た
か
を
正
確
に
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。

火
事
は
松
浦
氏
で
起
こ
っ
た
と
い
う
。
松
浦
氏
と
は
、
旧
肥
前
国
平
戸
藩

（
六
万
千
七
百
石
）
藩
主
の
家
柄
で
あ
る
。
第
三
七
代
当
主
松
浦
詮
（
一
八
四
〇
―

一
九
〇
八
）
は
、
第
一
二
代
藩
主
と
し
て
幕
末
を
迎
え
、
明
治
二
年
四
月
、
版
籍
奉
還

で
藩
知
事
に
就
任
し
た
の
ち
、
同
四
年
七
月
廃
藩
置
県
で
解
任
さ
れ
、
同
九
月
東
京

へ
移
住
。
浅
草
鳥
越
邸
を
本
邸
と
定
め
た
。
同
一
七
年
七
月
伯
爵
、
同
二
三
年
七
月

貴
族
議
員
と
な
り
、
の
ち
に
正
二
位
勲
二
等
に
叙
せ
ら
れ
た
大
名
華
族
で
あ
る
。

松
浦
詮
の
浅
草
本
邸
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、
明
治
二
六
年
一
月
三
〇
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。『
松
浦
詮
伯
伝
』（
松
浦
伯
爵
家
編
集
所　

一
九
三
〇
年
）
の
同
日
条
に

そ
の
模
様
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

午
後
十
一
時
四
十
五
分
内
庫
前
長
局
よ
り
火
を
失
し
、
奥
書
院
、
茶
室
、
台
所

等
尽
く
焼
失
す
。
火
は
更
に
内
庫
に
移
り
、
衣
服
、
器
具
等
皆
烏
有
に
帰
し
、

午
前
一
時
に
至
り
、
漸
く
鎮
火
す
。
伯
は
眉
を
焼
き
、
歯
を
折
り
、
益
子
の
君

は
面
部
に
少
し
の
火
傷
を
受
く
。 

（『
松
浦
詮
伯
伝
』
二
）

本
邸
は
全
焼
し
、
内
庫
に
も
火
は
及
ん
だ
。
松
浦
詮
は
負
傷
し
、
嫡
男
厚
の
室
益
子

の
君
も
顔
面
に
火
傷
を
負
う
な
ど
、
ま
こ
と
に
痛
々
し
い
。

同
書
に
は
、
つ
づ
け
て
、「
火
災
に
て
焼
失
せ
し
重
器
」
と
題
し
て
、「
三
藐
院
殿

書
池
の
歌
金
屏
風
一
双
」
な
ど
の
約
三
〇
点
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、

並
々
な
ら
ぬ
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
と
き
、
山
科
道
安
自
筆
本
も
罹
災
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
に
は
っ
き
り
と
し
た
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、
憶
測
の

域
を
出
な
い
。
ま
た
、
な
ぜ
、
当
時
、
松
浦
家
に
存
し
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

さ
ら
に
は
、
四
冊
の
み
が
今
に
残
る
事
情
も
判
然
と
し
な
い
。

四
、
松
浦
詮
書
状
の
紹
介

陽
明
文
庫
に
、『
松
浦
詮
書
状
』〈
三
七
八
一
七
〉
一
通
が
蔵
さ
れ
る
。
白
色
洋
封

筒
（
寸
法
縦
二
一
・
三
糎
、
横
八
・
〇
糎
）
に
、
本
紙
一
枚
が
封
入
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
に

表
書
・
裏
書
は
な
い
。
本
紙
の
寸
法
は
縦
二
七
・
五
糎
、
横
三
九
・
五
糎
。
朱
色
の
双

郭
（
縦
二
一
・
〇
糎
、
横
一
四
・
七
糎
）
に
、
縦
筋
の
罫
を
引
く
紙
で
、
片
面
は
一
二
行
で

あ
る
。
版
心
下
に
「
蓬
萊
園
」
の
朱
色
印
字
が
あ
る
。
文
字
は
、
一
行
に
つ
き
二
行

の
罫
線
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
計
一
三
行
の
墨
書
で
あ
る
。

以
下
に
、
そ
の
文
面
を
、
適
宜
読
点
を
補
っ
て
記
す
。

　
　

槐
下
与
聞

右
全
部
八
冊
之
処
、
御
恩
借
中
、

本
年
一
月
卅
日
不
意
火
災
之
為
、
四

冊
焼
失
仕
候
、
格
別
御
由
緒
之
御
書

籍
之
義
、
何
共
恐
縮
陳
謝
之
言
モ
無

御
座
奉
存
候
、
四
冊
ハ
御
原
書
幸
校
合
中

災
ヲ
免
、
二
冊
ハ
藤
波
子
爵
前
年
拝
写
之

本
ヲ
以
相
補
、
六
冊
与
し
返
呈
仕
候
、
続
篇

二
冊
ハ
精
々
捜
索
之
上
写
取
可
差
上
心
得

御
坐
候
、
呉
々
御
秘
書
焼
失
之
段
多
罪
々
々
、

伏
而
御
許
容
奉
希
候
也
、
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明
治
廿
六
年
五
月　
　
　

松
浦
詮
九
拝
（
円
形
単
核
朱
印
「
詮
」）

桜
木
老
明
台
玉
案
下 

（
陽
明
文
庫
蔵
『
松
浦
詮
書
状
』〈
三
七
八
一
七
〉）

明
治
二
六
年
五
月
付
け
の
松
浦
詮
自
筆
書
状
で
あ
る
。
宛
て
所
の「
桜
木
老
明
台
」

は
、
近
衞
家
第
二
六
代
の
忠

（
一
八
〇
八
―
一
八
九
八
）
を
指
す
。
文
頭
の
「
槐
下

与
聞
」
は
『
槐
記
』
の
原
題
で
あ
る
。
明
治
二
六
年
一
月
三
〇
日
に
火
事
に
遭
遇
し
、

借
り
て
い
た
『
槐
記
』
全
八
冊
の
う
ち
四
冊
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
失
態
を
詫
び
て
い

る
。『
松
浦
詮
伯
伝
』に
記
載
の
火
災
の
日
付
と
も
合
致
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
書

状
に
よ
り
、
曖
昧
だ
っ
た
山
科
道
安
自
筆
本
焼
失
の
過
程
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。文

中
の
「
格
別
御
由
緒
之
御
書
籍
」「
御
秘
書
」
に
些
か
の
誇
張
は
混
じ
る
に
せ

よ
、藤
波
言
忠③
（
一
八
五
三
―
一
九
二
六
）
も
借
り
受
け
る
ほ
ど
、近
衞
家
所
蔵
の
『
槐

記
』
は
相
当
知
ら
れ
て
い
た
と
窺
い
知
れ
る
。
四
冊
が
校
合
中
で
焼
失
を
免
れ
た
と

い
う
あ
た
り
は
、
鎮
信
流
家
元④
の
手
ず
か
ら
書
写
す
る
熱
の
入
れ
よ
う
が
幸
い
し
た

わ
け
で
あ
る
。

松
浦
詮
と
近
衞
忠

が
ど
の
程
度
親
し
か
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ひ
と
と

お
り
の
交
流
は
認
め
ら
れ
る
。
明
治
一
二
年
四
月
八
日
に
、
松
浦
詮
が
三
条
実
美
と

岩
倉
具
視
を
自
邸
に
招
い
た
際
の
陪
賓
の
一
人
が
近
衞
忠

で
あ
る⑤
。
ま
た
、
明
治

一
二
年
三
月
一
八
日
よ
り
一
〇
年
に
及
ぶ
月
次
歌
会
か
ら
千
首
を
撰
ん
だ
明
治
二
三

年
一
〇
月
二
八
日
刊
行
の
『
蓬
園
月
次
歌
集
』
に
は
、
近
衞
忠

の
五
六
首
が
収
め

ら
れ
て
い
る⑥
。
歌
会
の
場
は
平
戸
藩
第
三
代
藩
主
松
浦
隆
信（
一
五
九
一
―
一
六
三
七
）

以
来
の
松
浦
家
庭
園
「
蓬
萊
園
」
で
、
そ
の
名
は
右
の
『
松
浦
詮
書
状
』
の
料
紙
に

印
字
さ
れ
て
い
る
。

五
、
山
科
道
安
自
筆
本
復
元
の
可
能
性

前
掲
の
『
松
浦
詮
書
状
』
か
ら
は
、
本
来
の
山
科
道
安
自
筆
本
の
状
態
を
も
い
く

ら
か
読
み
取
れ
た
。
同
本
は
全
八
冊
で
あ
り
、「
槐
下
与
聞
」
と
題
さ
れ
て
い
た⑦
。
全

八
冊
の
う
ち
四
冊
が
焼
け
残
っ
た
の
は
、
山
科
道
安
自
筆
本
の
現
状
と
符
合
す
る
。

と
り
わ
け
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
四
冊
の
弁
償
を
約
束
し
て
い
る
点
が
注
意
さ

れ
る
。前
年
藤
波
子
爵
が
写
し
た
と
い
う
二
冊
は
す
で
に
確
保
さ
れ
て
い
た
と
み
え
、

焼
け
残
っ
た
四
冊
に
添
え
て
六
冊
で
返
上
す
る
と
約
束
し
て
い
る
。
残
る
二
冊
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
目
処
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
探
索
続
行
の
意
向
を
伝
え
る

ば
か
り
で
あ
る
。

さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
槐
記
』
は
享
保
九
年
正
月
か
ら
同
二
〇
年
正
月
の
ま

で
の
記
録
で
あ
る
。
零
本
四
冊
の
構
成
は
、
一
冊
目
は
享
保
一
一
年
、
二
冊
目
は
同

一
二
年
、
三
冊
目
は
同
一
三
年
と
同
一
四
年
正
月
、
四
冊
目
は
同
一
八
年
で
あ
っ
た
。

野
村
貴
次
氏
『
槐
記
（
抄
）』
の
解
説
で
、
零
本
四
冊
と
と
も
に
比
較
的
古
い
形
態
で

あ
る
と
さ
れ
た
麻
生
磯
次
氏
蔵
今
大
路
旧
蔵
本
（
現
蔵
不
明
の
た
め
、野
村
氏
の
解
説
を

参
照
）
の
構
成
も
鑑
み
て
、
山
科
道
安
自
筆
本
全
八
冊
の
構
成
を
推
察
す
る
な
ら
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
第
一
冊
）
享
保
九
年
・
同
一
〇
年

（
第
二
冊
）
享
保
一
一
年

（
第
三
冊
）
享
保
一
二
年

（
第
四
冊
）
享
保
一
三
年
・
同
一
四
年
正
月

（
第
五
冊
）
享
保
一
四
年
二
月
以
降
・
同
一
五
年
八
月
ま
で

（
第
六
冊
）
享
保
一
六
年
・
同
一
七
年

（
第
七
冊
）
享
保
一
八
年

（
第
八
冊
）
享
保
一
九
年
・
同
二
〇
年
正
月

囲
み
を
し
た
の
が
、
現
存
す
る
四
冊
で
あ
る
。
山
科
道
安
は
享
保
一
五
年
八
月
五
日
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に
近
衞
家
侍
医
を
辞
退
す
る
と
同
時
に
、『
槐
記
』
の
筆
を
擱
い
て
い
る
。
破
線
よ
り

右
の
第
一
冊
よ
り
第
四
冊
ま
で
が
そ
れ
で
、
こ
れ
に
対
し
て
、
破
線
よ
り
左
の
第
五

冊
か
ら
第
八
冊
ま
で
は
、
享
保
一
六
年
以
降
に
あ
ら
た
に
書
き
起
こ
さ
れ
た
続
篇
に

あ
た
る
。『
松
浦
詮
書
状
』
に
は
、「
続
篇
二
冊
」
が
ま
だ
調
達
で
き
て
い
な
い
と
述

べ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
藤
波
子
爵
に
よ
る
写
本
二
冊
う
ち
の
一
冊
は
続
篇
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

『
松
浦
詮
書
状
』
の
文
面
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
れ
ば
、藤
波
子
爵
の
写
本
に
よ
っ

て
、
失
わ
れ
た
四
冊
の
半
分
が
補
え
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
残
る
二
冊
に
関

し
て
も
、同
様
に
期
待
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

一
〇
月
三
日
が
正
忌
の
近
衞
家
第
二
一
代
予
楽
院
家

（
一
六
六
七
―
一
七
三
六
）

の
二
〇
〇
年
忌
に
合
わ
せ
た
展
覧
会
が
、昭
和
一
〇
年
に
恩
賜
京
都
博
物
館
（
現
在
の

京
都
国
立
博
物
館
）
で
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
目
録
で
あ
る
『
近
衞
家

公
遺
墨
展
覧

会
目
録
』（
恩
賜
京
都
博
物
館　

一
九
三
五
年
自
九
月
廿
四
日
至
十
月
四
日
）
に
、
近
衞
家

に
蔵
さ
れ
る
「
松
浦
家
本
」
と
「
松
浦
家
写
本
」
の
二
種
を
確
認
で
き
る
。

一
〇
〇　

槐
記 

六
冊 

東
京
市 

公
爵
近
衞
文
麿
氏
蔵

　
　
　

異
本
残
欠
四
冊　

松
浦
家
本
二
冊

一
〇
一　

槐
記 

十
三
冊 

東
京
市 

公
爵
近
衞
文
麿
氏
蔵

　
　
　

  

残
欠
及
松
浦
家
写
本
共　

跋
文
「
嘉
永
二
年
己
酉
十
月
廿
六
日　

醒
癡

道
人
赤
堀

録
於
桂
影
書
窓
」

「
松
浦
家
本
」
は
二
冊
で
、「
異
本
残
欠
四
冊
」
す
な
わ
ち
道
安
自
筆
本
と
合
わ
せ
ら

れ
て
い
る
。「
松
浦
家
写
本
」
は
「
残
欠
」
と
共
に
一
三
冊
と
あ
る
。
陽
明
文
庫
に

は
、
嘉
永
二
年
一
〇
月
二
六
日
の
赤
堀

に
よ
る
跋
文
を
有
す
る
『
槐
記
後
集
』
四

冊
（
資
料
番
号
ナ
シ
、
後
篇
の
み
の
零
本
）
が
あ
る
。
同
本
と
の
合
冊
と
考
え
る
な
ら

ば
、「
松
浦
家
写
本
」
は
九
冊
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

陽
明
文
庫
に
は
明
治
期
の
新
写
本
も
数
点
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
、

昭
和
一
〇
年
当
時
の
「
松
浦
家
本
」「
松
浦
家
写
本
」
と
い
う
名
称
の
ま
ま
で
伝
わ
る

本
が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
冊
数
か
ら
の
特
定
も
未
だ
で
き
て
い
な
い
。
今
後
も

調
査
を
継
続
し
、
後
日
あ
ら
た
め
て
報
告
す
る
。

六
、『
槐
記
』
研
究
の
意
義

山
科
道
安
自
筆
本
は
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
奇
跡
的
に
難
を

免
れ
た
零
本
四
冊
は
、「
近
衞
家
本
」
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
た
。
じ
つ
は
、
は
や
く

か
ら
真
相
は
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
小
稿
で
は
、
陽
明
文
庫
蔵
『
松
浦
詮
書

状
』
の
紹
介
に
よ
り
、
長
ら
く
併
存
し
た
事
柄
の
関
連
性
を
再
認
定
し
た
に
す
ぎ
な

い
。山

科
道
安
自
筆
本
の
焼
失
が
明
治
二
六
年
一
月
三
〇
日
と
判
明
し
た
結
果
、
あ
ら

た
に
検
討
を
要
す
る
事
項
も
出
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
史
料
大
観
本
が
校
合
に
用
い

た
近
衞
公
爵
家
本
で
あ
る
。
各
巻
末
に
、
校
合
が
実
施
さ
れ
た
の
は
明
治
三
三
年
五

月
・
六
月
・
七
月
と
あ
る
。
あ
き
ら
か
に
焼
失
後
で
あ
る
だ
け
に
、
史
料
大
観
本
の

解
題
に
「
最
も
完
璧
た
り
」
と
書
か
れ
た
近
衞
公
爵
家
本
が
何
に
基
づ
く
の
か
が
瞭

然
と
し
な
い
。

今
さ
ら
蒸
し
返
す
必
要
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
、『
槐
記
』
原
本
は
、
零
本
四
冊
以
外
の
四
冊
が
失
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
原
本
復

元
の
手
が
か
り
は
、
正
攻
法
で
、
原
本
作
成
時
に
で
き
る
だ
け
近
い
時
期
に
転
写
さ

れ
た
本
を
探
求
す
る
と
同
時
に
、
た
と
え
新
写
本
で
あ
っ
て
も
、
焼
失
以
前
の
原
本

を
引
き
写
し
た
本
を
詮
索
す
る
こ
と
に
見
い
だ
せ
よ
う
。

『
槐
記
』
が
著
さ
れ
た
時
代
は
江
戸
中
期
に
あ
た
り
、
茶
道
・
立
花
・
香
道
な
ど
芸

道
的
な
内
容
に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
た
し
か
に
そ
う
で
は

あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
、
昭
和
一
三
年
一
一
月
の
財
団
法
人
陽
明
文
庫
設
立
に
も
少

な
か
ら
ず
関
与
し
た
新
村
出
氏
の
示
唆
を
思
い
起
こ
し
た
い
。
同
氏
は
、
昭
和
一
四

年
五
月
八
日
開
催
の
京
都
美
術
倶
楽
部
創
立
三
〇
周
年
記
念
講
演
録
の
追
記
に
「
槐
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記
中
に
は
陽
明
文
庫
中
の
典
籍
に
関
係
す
べ
き
部
分
が
あ
ち
こ
ち
に
散
見
す
る
こ
と

は
、
今
さ
ら
申
し
加
へ
る
ま
で
も
な
い
。」（『
会
誌
』
第
一
七
号　

一
九
三
九
年
六
月
）

と
、『
槐
記
』
の
資
料
的
意
義
を
断
言
し
て
い
る
。
実
際
、『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
近
衞
家
伝
世
の
原
典
資
料
を
保
管
し
守
り
抜
く
営
為
が
、『
槐
記
』
に

は
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
は
、
あ
ら
ゆ
る
日
本
古
典
文
学
研
究
の
め

ざ
す
べ
き
方
向
を
探
る
糸
口
と
な
る
だ
ろ
う
。

注①　
『
槐
記
』
享
保
九
年
正
月
四
日
条
に
、
家

の
命
を
受
け
た
山
科
道
安
が
『
生
色
鈔

略
』
八
巻
を
奉
じ
た
こ
と
が
み
え
る
。
陽
明
文
庫
蔵
本
は
、
袋
綴
冊
子
本
六
冊
で
、
序

に「
台
命
将
蒐
輯
此
書
性
質
魯
鈍
而
惰
過
人
積
年
四
易
稿
三
漸
而
成
遅
怠
之
罪
無
所
贖

云　

享
保
六
年
辛
丑
十
二
月
朔
日　

法
眼
道
安
謹
拝
書
」
と
あ
る
。

②　

名
和
修
先
生
論
考
で
は
、
一
例
と
し
て
、
山
科
道
安
『
応　

命
和
真
子
之
韻
』

〈
五
八
一
八
七
〉
一
通
を
取
り
上
げ
、『
槐
記
』
享
保
一
二
年
二
月
五
日
条
の
「
応　

命

卒
次
真
山
子
之
韻
」
と
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、陽
明
文
庫
に
は
未
整
理
文
書
中

に
山
科
道
安
自
筆
の
詩
稿
が
数
通
伝
存
す
る
。

③　

藤
波
言
忠
は
、広
橋
胤
保
次
男
。
藤
波
教
忠
養
子
。
明
治
一
七
年
七
月
八
日
に
子
爵

に
叙
せ
ら
れ
、
明
治
二
二
年
宮
内
省
主
馬
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

④　

熊
倉
功
夫
氏
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』（
日
本
放
送
出
版
協
会　

一
九
八
〇
年
）
に
、

松
浦
詮
は
近
代
数
寄
者
の
第
一
世
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

⑤　
『
松
浦
詮
伯
伝
』
二
（
松
浦
伯
爵
家
編
修
所　

一
九
三
〇
年
）。

⑥　

深
沢
秋
男
氏
「
松
浦
詮
編
『
蓬
園
月
次
歌
集　

完
』
の
紹
介
―
鈴
木
重
嶺
所
収
歌
を

中
心
に
―
」（『
芸
文
稿
』
第
二
号　

二
〇
〇
九
年
四
月
）。

⑦　

野
村
貴
次
氏
『
槐
記
（
抄
）』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、『
槐
記
』
の
諸
本
の
う
ち
、
つ
ぎ

の
四
つ
の
特
徴
を
有
す
る
本
が
比
較
的
古
い
形
態
で
あ
る
。

　
　
　

・
題
に
「
槐
下
与
聞
」
と
あ
る
。

　
　
　

・
全
八
冊
か
ら
な
る
。

　
　
　

・
他
本
が
本
文
に
繰
り
入
れ
て
い
る
部
分
を
、
頭
注
の
形
で
記
す
。

　
　
　

・
朱
墨
で
箇
条
番
号
を
示
す
。

〔
附
記
〕

　

本
稿
の
公
表
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
よ
り
、
貴
重
な
資
料
の
調
査
閲
覧
と
翻

刻
を
特
別
に
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


